












































































































































































































































も、これを明治二十六年に出版しております。この本は、日本で女性の手になる初め の家政学の教科書です。この時代すでに翻訳書はありましたが、下田 『家政学』は、みずからが講義した内容の き下ろしです。生活科学部
―
この大学でも昔は家政学





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ず足元について、女子大学としてきちんと共同参画に関する施策をするという確認をしつつ、並行 社会へのアピールを、この下田研究所も大いに連携 て一緒にやりたい 思っ いま 男女共同参画社会の実現の中心にな たい、旗手 なりたい 考えています。この下田 百年 長計はいまだに達成されておりません。福井先生がおっしゃるように、これは終わらない 思います。我々は常に原点を確認し、今を検証し 百年の長計の達成 全力を傾けていきたいと思ってい ころです。ご清聴ありがとうございました。
（拍手）
伊藤
―
　
湯浅先生ありがとうございました。
